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市
議
会
２
月
定
例
会
が
２
月
２２
日
か
ら
３
月
２２
日
ま
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
市
長
提
出
３０
議
案
と
議
員
提
案
の
３
議
案
の
審

議
が
行
な
わ
れ
、
全
議
案
が
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

日
本
共
産
党
議
員
団
は
、
３
議
案
（
平
成
２３
年
度
の
一
般
会

計･

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計･

水
道
事
業
会
計
の
各
予
算
）
に
賛

成
し
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 当初予算と補正後の予算の比較 
 21年度 22年度 
地方交付税 ＋3.5 ＋9.0 

借入金 ▲5.2 ▲7.1 

基金取崩し ▲5.2 ▲7.2 

基金積立て ＋3.8 ＋0.９ 

借金返済 ▲0.1 ＋5.3 

   (単位は.億円.数値は概数) 

 
 

１日予定給水量 ２８，９３２㎥ 

(うち県水) （２２，５００㎥） 

県水契約水量 ３６，０００㎥ 

上水道計画水量 ３４，２９３㎥ 

 

今年度の引き上げ幅 
 (例)標準的な一般家庭 
旧袋井市地域 250円 
旧浅羽町地域 285円 
旧簡易水道地域 687円 

 

 
 

        
 

                      

                   

一
般
会
計 

総
額
は
、
前
年
度
比
０
・
５
％

減
の
２
９
３
・
７
億
円
（
子
ど
も

手
当
増
額
等
を
除
く
と
実
質
２

８
７
・
４
億
円
）
と
、
大
規
模
事

業
も
一
区
切
り
と
な
り
、
縮
小
し

て
い
ま
す
。 

財
源
は
あ
る 

小
泉
内
閣
が
す
す
め
た
『
三
位

一
体
の
改
革
』
で
地
方
財
源
、
特

に
地
方
交
付
税
の
大
幅
な
削
減

は
、
地
方
の
財
源
を
大
き
く
圧
迫

し
ま
し
た
。 

し
か
し
、
そ
の
後
、
福
田
、
麻

生
、
鳩
山
、
管
内
閣
と
、
政
権
交

代
を
挟
ん
で
、
地
方
交
付
税
の
増

額
措
置
、
補
正
予
算
で
の
地
方
財

源
の
確
保
な
ど
の
『
手
直
し
』
が

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。 

本
市
で
も
、
こ
こ
数
年
、
借
金

の
減
少
、
財
政
調
整
基
金
の
増
額

と
な
っ
て
表
れ
て
い
ま
す
。 

次
表
は
、
平
成
２１
・
２２
年
度

の
当
初
予
算
と
補
正
後
の
予
算

と
の
比
較
で
す
。 

ま
た
、
都
市
計
画
税
の
旧
浅
羽

町
地
域
へ
の
課
税
で
、
２
億
５
千

万
円
の
増
収
も
あ
り
ま
す
。 

市
民
生
活
守
る
施
策
を 

こ
う
し
た
財
源
を
、
国
民
健
康

保
険
税
の
引
き
下
げ
、
子
ど
も
医

療
費
助
成
の
拡
大
（
せ
め
て
小
学

校
卒
業
ま
で
）
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
な
ど
、
く

ら
し
や
福
祉
、
営

業
の
支
援
に
回
す

べ
き
で
す
。 

真
の
地
域
と
の
協
働
を 

「
市
民
と
行
政
の
協
働
」
を
重

要
施
策
と
し
な
が
ら
、
地
域
を
明

る
く
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活

動
交
付
金
は
１
２
０
万
円
減
額

さ
れ
て
い
ま
す
。 

経
費
削
減
、
地
域
へ
の
負
担
増

の
た
め
の
「
地
域
と
の
協
働
」
で

は
な
り
ま
せ
ん
。 

相
談･

収
納
活
動
に
力
を 

収
納
事
務
費
が
前
年
度
の
２

倍
と
な
り
、
収
納
対
策
の
強
化
が

打
ち
だ
さ
れ
て
い
ま
す
。 

催
告
、
財
産
調
査
、
滞
納
処
分

の
強
化
、
取
り
立
て
業
務
に
長
け

た
職
員
確
保
な
ど
に
よ
る
強
権

的
な
取
り
立
て
方
向
で
す
。 

納
税
者
の
生
活
実
態
を
よ
く

聞
き
、
強
権
的
で
な
く
親
身
に
対

応
す
る
相
談･

収
納
活
動
に
こ
そ

力
を
尽
く
す
べ
き
で
す
。 

水
道
事
業
会
計 

 

昨
年
水
道
料
金
が
大
幅
に
引

き
上
げ
ら
れ
、
そ
の
対
策
と
し
て

３
年
間
の
激
変
緩
和
措
置
が
執

ら
れ
ま
し
た
。 

そ
の
２
年

目
で
あ
り
、

標
準
的
な
一

般
家
庭
（
口

径
１３
㎜
、
２

ヶ

月

で

５０

立
方
メ
ー
ト

ル
使
用
）
で

下
表
の
よ
う

に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
。 

料
金
は
上
が
り
ま
す
が
、
営
業

収
入
が
約
１
千
万
円
減
る
予
定 

 都
市
計
画
税
の
使
途 

都
市
基
盤
整
備
の
た
め
の
支

出
は
２
億
円
弱
で
、
残
り
１１
億

円
弱
（
約
８５
％
）
は､

借
金
返
済

に
使
わ
れ
ま
す
。 

こ
れ
で
は
「
今
後
の
都
市
基
盤

整
備
の
た
め
」
で
な
く
、
「
借
金

返
済
の
た
め
」
の
課
税
で
す
。 

 国
民
健
康
保
険
特
別
会
計 

 

国
保
税
の
負
担
は､

重
す
ぎ

ま
す
。 

国
の
負
担
が
大
き
く
減
額
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
最
大
の
原
因

で
す
。
元
に
戻
す
こ
と
が
緊
急
に

求
め
ら
れ
ま
す
。 

 

一
般
会
計
か
ら
の
政
策
的
繰

入
金
を
増
や
す
な
ど
、
保
険
者
で

あ
る
市
の
支
援･

対
策
も
重
要
で

す
。 と

こ
ろ
が
、
そ
の
繰
入
金
（
前

年
度
当
初
約
１
億
９
千
万
円
余
、

補
正
で
約
３
億
３
千
万
円
余
）
が 

で
す
。
そ
れ
は
、
給
水
量
が
減
る

た
め
で
す
。 

逆
に
、
営

業
費
用
は

増
え
ま
す
。

そ
の
要
因

は
、
遠
州
広

域
水
道
（
県

水
）
か
ら
の

受
水
費
が

増
え
る
た

め
で
す
。
過

大
な
契
約

水
量
の
た

め
「
空
料

金
」
（
使
用

し
な
い
分
の
基
本
料
金
）
が
１
億

７
千
万
円
に
も
な
り
ま
す
。 

  約
１
億
８
千
万
に
減
額
と
な
る

の
で
す
。 
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◎ 

防
犯
ま
ち
づ
く
り
条

例 

◎ 

長
期
継
続
契
約
を
締

結
す
る
こ
と
が
で
き

る
契
約
を
定
め
る
条

例 

◎ 

看
護
師
等
修
学
資
金

貸
与
条
例 

◎ 

外
国
資
本
等
に
よ
る

土
地
売
買
等
に
関
す

る
法
整
備
を
求
め
る

意
見
書 

◎ 

国
民
健
康
保
険
に
か

か
る
国
の
負
担
の
拡

充
を
求
め
る
意
見
書 

◎ 

子
ど
も
医
療
費
無
料

制
度
の
創
設
を
求
め

る
意
見
書 


